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保母武彦：コ  メ  ン  ト
―　　―88
業・雇用の振興と人づくりに振り向けています。“守り”の目標は、財政破綻
の延期のためではなく、未来の島づくりという“攻め”のためだからです。
　財政危機という暗いトンネルの先に、未来の島づくりという光明があれば、
町職員も住民も意志を一つにして当面の財政再建に協力できます。
　海士町では今、産業・雇用の振興が始まっていますし、見るべき成果を挙げ
ています。５年間で、Ｉターン、Ｕターンが102世帯、202人という驚異的な数
字が、“攻め”の成果を物語っています。新しい冷凍技術を導入して、鮮度の
高い魚介類を大都市に売り出して、好評を博しています。もう一つは、高級和
牛の生産と出荷です。隠岐島で生まれた子牛は、今までは生後８ヶ月までに本
土へ出荷され、牛肉で一番高価な神戸牛や松坂牛になっていました。隠岐島の
子牛は、潮風が運ぶミネラル豊かな草を食べて育ちますから、非常に健康で
す。これを最後まで飼育して、今では東京市場で神戸牛や松坂牛と最高値を
競っています。その牧場を経営しているのは、島の建設企業です。「これまで
は町の行政に土木事業で食わせてもらったが、財政が困難になった今、今度は
自分が地域に恩返しする番だ」というのが、畜産に新規参入したこの建設会社
の仲田社長さんの考え方です。
　魚介類の加工や畜産の振興の“攻め”で、Ｉターン、Ｕターンの若者が増
え、海士町には活気が出てきています。町長は、就任後の展開を振り返って、
「進むべき道を明確に示したことで、停滞していた町は一気に動き出した」と
述べています。いま全国では残念ながら、「進むべき道」を明らかにしない自
治体が増えているんです。国に頼っておればよかった時代が終わったことを自
覚することが先ず必要です。
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４．大学は社会に実績を残そう
　最後に第四点目として、一言簡単に申し上げておきます。社会は大学にある
「知の財産」をもっと活用して欲しいですし、大学はもっと社会に出て行って
学んで欲しいと思います。大学は敷居が高いと言われる状況を改め、学生が地
域に出ていって、地域の中で勉強する、先ずこういう大学にして欲しいと思い
ます。九州国際大学、今日の主催者であるセンターは、北九州市その他の自治
体や地域と連携・協力して、地域社会を具体的に良くしたというような、そう
いう実績を残して欲しいと思います。大学とその研究者は、自分の論文を書く
ために地域調査をするだけではダメです。それでは、質の低い論文にしかなら
ないでしょう。地域に入って、地域社会のボトルネックを一つひとつ解決する
ことに知恵を出し、汗をかく。その中でこそ社会に役に立つ実践的な学問も育
つのです。九州国際大学が住民とともに守った村、育てた町や地域を持つこと
を一つの具体目標にして、大学の社会的責任を果たしていただきたいと考えて
います。
　ご清聴ありがとうございました。

